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豊
後
牛
の
振
興
を　

　
　
　
　

   

〜
増
頭
対
策
で
〜

　

畜
産
（
肉
用
牛
）
は
、
本
市

農
業
の
大
き
な
柱
で
あ
り
、
拡

大
可
能
な
部
門
で
あ
る
。

　

推
進
方
策
は
。

　
　
　

産
業
経
済
部
長

　

４
月
よ
り
子
牛
市
場
が
毎
月

開
催
と
な
り
、
新
し
い
施
設
や

設
備
を
設
置
予
定
で
す
。

　

今
後
も
市
場
開
設
者
へ
整
備

を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

増
頭
対
策
は
、
貸
付
事
業
な

ど
、
利
用
し
や
す
い
制
度
と
な

る
よ
う
検
討
し
た
い
。

　

職
員
養
成
は
、

訓
練
計
画
に
基
づ

き
、
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
　
　

市
長

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
本

庁
舎
な
ど
市
の
施

設
６
箇
所
の
ほ
か
、

県
関
連
施
設
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

20
年
度
は
、
小

中
学
校
、
支
所
、

公
民
館
な
ど
公
共

施
設
に
41
台
設
置

の
予
定
で
す
。

　
　
　

老
朽
化
の
激
し
い
市
営
住
宅

　
　
　

の
対
策
は
。

　
　
　

建
設
部
長

　

市
内
43
か
所
、
９
７
１
戸
を
管
理

し
、
一
番
古
い
も
の
は
、
55
年
を
経

過
し
て
い
ま
す
。

　

入
居
者
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

な
ど
を
実
施
し
、
建
設
事
業
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。

あんどう　とよさく

安
藤
豊
作

質 

答

答

答

あさの　ますみ

浅
野
益
美

　
　
　

道
路
整
備
の
格
差
を
ど
う
す
る
。

　
　
　

市
長

豊
後
大
野
市
の
均
衡
あ
る
発
展
を
め
ざ

し
た
市
政
を
推
進
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　
　
　

建
設
部
長

　

市
道
牛う
し
く
び首
線
に
つ
い
て
は
、
２
年
短
縮

し
、
26
年
度
完
成
の
予
定
で
す
。

　

県
道
緒
方
・
朝
地
線
の
猿さ
る
と
び飛
橋
・
小
野

質 

■
均
衡
あ
る
市
の
発
展
は

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
公
平
な
行
政
を
め
ざ
し
ま
す
〜

　
　
　

用
ゆ
う
じ
ゃ
く作
公
園
も
み
じ
祭
り
期
間

　
　
　

の
渋
滞
対
策
は
。

　
　
　

建
設
部
長

　

用
作
公
園
へ
の
客
の
増
大
を
図
る

た
め
に
も
、
道
路
整
備
の
推
進
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
道
南
部
幹
線
に
広
域
農

道
が
接
続
す
る
こ
と
か
ら
、
志
賀
・

宮み
や
お生

間
1.8
㎞
の
改
良
事
業
に
21
年
度

か
ら
着
手
す
る
予
定
で
す
。　

質 答

　

県
広
域
消
防
体

制
に
対
す
る
市
の

考
え
は
。

　

若
い
消
防
職
員

の
資
格
取
得
が
急

が
れ
る
と
思
う
が
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

設
置
計
画
は
。

答 質 

質 答

■大丈夫か常備消防体制
　　　　　　　　～強化します～ 　

　
　

消
防
長

　

県
内
一
本
化
が
望
ま
し

い
と
の
考
え
の
も
と
、「
消

防
力
強
化
推
進
に
係
る
検

討
委
員
会
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

答

▲高値が期待されます　豊肥家畜市場（竹田市）

秋は紅葉が見ごろです　用作公園（朝地町）

ト
ン
ネ
ル
間

は
、
ル
ー
ト

選
定
な
ど
を

県
と
検
討
中

で
す
。


